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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第100期

第１四半期累計期間
第101期

第１四半期累計期間
第100期

会計期間
自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日

自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日

自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日

売上高 (千円) 2,662,194 2,461,142 10,655,361

経常利益 (千円) 460,282 257,249 829,774

四半期(当期)純利益 (千円) 321,081 192,335 1,615,064

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 1,650,000 1,650,000 1,650,000

発行済株式総数 (株) 16,500,000 16,500,000 16,500,000

純資産額 (千円) 39,004,769 41,917,881 41,454,144

総資産額 (千円) 44,172,353 48,170,267 47,318,423

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 23.41 14.01 117.68

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 40.00

自己資本比率 (％) 88.3 87.0 87.6
 

(注) １ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

２ 持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４ 当社は「役員報酬BIP信託」を導入しております。当該信託が保有する当社株式については、自己株式とし

て計上しております。「役員報酬BIP信託」に残存する当社株式は、１株当たり四半期（当期）純利益の算

定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

５　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半

期会計期間の期首から適用しており、前第１四半期累計期間及び前事業年度に係る主要な経営指標等につい

ては、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

(１)財政状態及び経営成績の状況

 
①　経営成績の状況

当第１四半期累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）におけるわが国経済は企業収益や雇用情勢

が改善する中、景気は緩やかな回復基調が続いたものの、実質賃金の伸び悩みから個人消費は力強さを欠き、海外経

済の不確実性に対する懸念や、地政学リスク等により、引き続き先行き不透明な状況で推移いたしました。

当社の関連業界におきましても、節約志向、業種業態を越えた企業間競争の激化が続き、厳しい状況で推移いたし

ました。

このような状況の中で当社は、「生活者の信頼に応え、豊かな健康生活に貢献する」という経営理念の下、新たな

中期経営計画（2018年４月～2021年３月）を策定し、「ポジティブエイジングケアカンパニーとして、健やかに、美

しく、歳を重ねることに貢献する」という事業ビジョンに基づき、「持続的成長に向けた事業基盤の構築」を基本方

針として「選択と集中」「スピードと効率」「コスト管理の徹底」「経営基盤の強化」の基本戦略を推進し、「養命

酒の売上回復」と「酒類食品分野の伸長カテゴリーへの注力」により事業の拡大と収益性の向上に取り組んでおりま

す。

当第１四半期累計期間の業績は、「養命酒」「その他商品・サービス」ともに売上が前年同四半期を下回り、売上

高は2,461百万円（前年同四半期比7.6％減）、利益面につきましては、「養命酒」の販売促進強化、賃貸用不動産取

得にかかる一時的な費用により、営業利益は104百万円（前年同四半期比65.8％減）、経常利益は257百万円（前年同

四半期比44.1％減）、四半期純利益は192百万円（前年同四半期比40.1％減）となりました。

セグメント別には以下のとおりです。

 
a.　養命酒関連事業

養命酒関連事業の売上高は2,367百万円（前年同四半期比8.5％減）となりました。

＜養命酒＞

国内における「養命酒」につきましては、昨年６月改正酒税法施行後の販売環境の変化を受け、小売店での店頭

販売促進活動に注力し、店頭陳列の強化をはじめ、各種販促物の設置等店頭プロモーションに取り組むとともに、

新たな販売チャネルとして保険薬局の開拓に取り組みました。また、新規顧客の獲得と継続飲用者を維持するた

め、幅広い年齢層に向けてテレビスポット広告等の各種広告を実施しました。店頭販売促進活動を実施した小売店

での販売動向は改善の兆しを見せているものの、売上高は1,826百万円（前年同四半期比8.9％減）となりました。

海外における「養命酒」につきましては、商品理解の促進と購買意欲の向上を目指し、主要輸出先（台湾・香

港・マレーシア・シンガポール）の市場環境に即した販売促進活動を実施しました。売上高は、31百万円（前年同

四半期比25.7％増）となりました。

以上の結果、「養命酒」全体の売上高は1,858百万円（前年同四半期比8.5％減）となりました。
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＜その他商品・サービス＞

「ヘルスケア」につきましては、「養命酒製造の黒酢」の保険薬局取扱店舗数の拡大に取り組みました。「ヘル

スケア」の売上高は33百万円（前年同四半期比143.7％増）となりました。

「酒類」につきましては、「フルーツとハーブのお酒」のコンビニエンスストアでの定番化や新規採用に向けた

営業活動に取り組みました。「酒類」の売上高は、「フルーツとハーブのお酒」が前年同四半期にコンビニエンス

ストア向け初回一斉出荷があったことにより、186百万円（前年同四半期比20.9％減）となりました。

「食品」につきましては、「グミ×サプリ」の販路拡大に向けドラッグストア、スーパーマーケット等への営業

活動に取り組みました。「食品」の売上高は、「グミ×サプリ」が前年同四半期を下回り、139百万円（前年同四半

期比15.7％減）となりました。

「リテール」につきましては、「くらすわ」、「養命酒健康の森」の売上が堅調に推移し、売上高は149百万円

（前年同四半期比5.3％増）となりました。

以上の結果、「その他商品・サービス」全体の売上高は509百万円（前年同四半期比8.6％減）となりました。

 
b.　その他

不動産賃貸と鶴ヶ島太陽光発電所の売上を合算し、売上高は93百万円（前年同四半期比25.8％増）となりまし

た。

　

②　財政状態の状況

当第１四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べ851百万円増加し、48,170百万円となりました。こ

れは主に現金及び預金が1,997百万円減少した一方で、有形固定資産が賃貸用不動産の取得等により1,512百万円、投

資有価証券及び関係会社株式に含まれる保有株式が時価評価の増加等により1,160百万円それぞれ増加したことによる

ものであります。

負債は、前事業年度末に比べ388百万円増加し、6,252百万円となりました。これは主に固定負債のその他に含まれ

る繰延税金負債が357百万円増加したことによるものであります。

純資産は、前事業年度末に比べ463百万円増加し、41,917百万円となりました。これは主に四半期純利益192百万円

の計上及び配当金550百万円の支払いにより利益剰余金が358百万円減少した一方で、その他有価証券評価差額金が817

百万円増加したことによるものであります。

 

(２)研究開発活動

当第１四半期累計期間の研究開発費の総額は97百万円であります。

なお、当社の研究開発体制は、平成30年４月よりマーケティング活動と研究開発活動をより一体的に推進させるこ

とを目的に、マーケティング本部に商品開発センターが所属する見直しを行いました。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 66,000,000

計 66,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成30年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年７月31日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 16,500,000 16,500,000

東京証券取引所
（市場第一部）
名古屋証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は、
100株であり
ます。

計 16,500,000 16,500,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

　　

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成30年４月１日～
平成30年６月30日

― 16,500 ― 1,650,000 ― 404,986
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成30年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 2,740,300
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式
 

13,737,500
 

137,375 ―

単元未満株式 普通株式 22,200
 

― 一単元（100株）未満の株式

発行済株式総数         16,500,000 ― ―

総株主の議決権 ― 137,375 ―
 

(注) １「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（役員報酬ＢＩ

Ｐ信託口・75828口）所有の当社株式29,700株（議決権の数297個）が含まれております。

    ２「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式74株及び日本マスタートラスト信託銀行株式会社

（役員報酬ＢＩＰ信託口・75828口）所有の当社株式87株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成30年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式） 東京都渋谷区南平台町
16―25

2,740,300 ― 2,740,300 16.60
養命酒製造株式会社

計 ― 2,740,300 ― 2,740,300 16.60
 

（注）日本マスタートラスト信託銀行株式会社（役員報酬ＢＩＰ信託口・75828口）が所有する当社株式は、上記自己

保有株式に含まれておりません。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(平成30年４月１日から平成30年

６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成30年４月１日から平成30年６月30日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、従来、当社が監査証明を受けている新日本有限責任監査法人は、平成30年７月１日に名称を変更し、EY新日

本有限責任監査法人となりました。

 
３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。

 

EDINET提出書類

養命酒製造株式会社(E00400)

四半期報告書

 7/14



１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成30年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 8,234,447 6,236,969

  売掛金 2,415,890 2,444,368

  有価証券 800,085 1,300,281

  商品及び製品 475,428 464,221

  仕掛品 117,986 101,037

  原材料及び貯蔵品 1,013,856 1,059,790

  その他 128,539 262,923

  流動資産合計 13,186,233 11,869,592

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 3,248,710 4,108,226

   その他（純額） 3,246,082 3,899,525

   有形固定資産合計 6,494,792 8,007,752

  無形固定資産 298,939 283,659

  投資その他の資産   

   投資有価証券 19,807,388 20,052,906

   長期預金 3,700,000 3,400,000

   その他 3,839,483 4,564,770

   貸倒引当金 △8,414 △8,414

   投資その他の資産合計 27,338,457 28,009,262

  固定資産合計 34,132,190 36,300,674

 資産合計 47,318,423 48,170,267

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 272,452 234,465

  未払法人税等 79,708 50,149

  賞与引当金 214,260 101,548

  その他 851,752 996,446

  流動負債合計 1,418,173 1,382,608

 固定負債   

  役員退職慰労引当金 48,350 48,350

  その他 4,397,755 4,821,427

  固定負債合計 4,446,105 4,869,777

 負債合計 5,864,278 6,252,386
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成30年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,650,000 1,650,000

  資本剰余金 690,705 690,705

  利益剰余金 37,480,062 37,122,012

  自己株式 △4,975,884 △4,971,642

  株主資本合計 34,844,883 34,491,075

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 6,609,587 7,426,805

  繰延ヘッジ損益 △325 -

  評価・換算差額等合計 6,609,261 7,426,805

 純資産合計 41,454,144 41,917,881

負債純資産合計 47,318,423 48,170,267
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(2) 【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

売上高 2,662,194 2,461,142

売上原価 968,772 894,142

売上総利益 1,693,422 1,566,999

販売費及び一般管理費 1,388,431 1,462,623

営業利益 304,991 104,375

営業外収益   

 受取利息 9,626 9,415

 受取配当金 140,894 140,920

 その他 9,840 6,823

 営業外収益合計 160,361 157,159

営業外費用   

 支払利息 4,430 4,212

 その他 639 73

 営業外費用合計 5,069 4,285

経常利益 460,282 257,249

特別損失   

 固定資産除却損 11,642 448

 特別損失合計 11,642 448

税引前四半期純利益 448,640 256,800

法人税、住民税及び事業税 129,000 56,000

法人税等調整額 △1,441 8,465

法人税等合計 127,558 64,465

四半期純利益 321,081 192,335
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(追加情報)

当第１四半期累計期間

（自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半期会計

期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に

表示しております。
 

 
(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日)

減価償却費 149,295 千円 142,559 千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日
定時株主総会

普通株式 550,388 40.00 平成29年３月31日 平成29年６月30日 利益剰余金
 

（注）配当金の総額には役員報酬BIP信託が保有する当社株式45,155株に対する配当金1,806千円が含まれております。

 
２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 
当第１四半期累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月28日
定時株主総会

普通株式 550,385 40.00 平成30年３月31日 平成30年６月29日 利益剰余金
 

（注）配当金の総額には役員報酬BIP信託が保有する当社株式31,883株に対する配当金1,275千円が含まれております。

 
２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、「養命酒関連事業」の単一の報告セグメントとしており、その他の事業については、重要性が乏しいた

め、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日)

 １株当たり四半期純利益 23円41銭 14円01銭

 (算定上の基礎)   

 四半期純利益(千円) 321,081 192,335

 普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

 普通株式に係る四半期純利益(千円) 321,081 192,335

 普通株式の期中平均株式数(株) 13,714,696 13,727,802
 

 (注) １ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２ 株主資本において自己株式として計上されている「役員報酬BIP信託」に残存する当社株式は、１株当たり

四半期純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

１株当たり四半期純利益の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、前第１四半期累計期間

45,010株、当第１四半期累計期間31,824株であります。

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年７月31日

養命酒製造株式会社

取締役会 御中

EY新日本有限責任監査法人
 

 

 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 江 口   泰 志 ㊞
 

 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 原 賀   恒一郎 ㊞
 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている養命酒製造株式

会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの第101期事業年度の第１四半期会計期間(平成30年４月１日から平

成30年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成30年４月１日から平成30年６月30日まで)に係る四半期財務諸表、す

なわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、養命酒製造株式会社の平成30年６月30日現在の財政状態及び同日をもって

終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認めら

れなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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